
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年 4 月 23 日（木）、オロシティホール大会議室（鹿児島市）において、３年ぶりに対面方式

での「税関業務説明会」を開催し、35 名の会員の皆様の参加を得て、盛会裏に終了しました。 

本説明会は、賛助会員企業において新規に採用された方や貿易関連部署へ新たに配属され

た方で税関業務経験の浅い方々等を対象とし、貿易関係の主要行政機関である「税関」の組織・

業務を知ることで、日々の円滑な業務に繋げていただくことを目的に開催いたしました。 

業務多忙の中、ご参加いただきました会員の皆様に対して、また本説明会の開催に当たり、多

大なご協力をいただきました鹿児島税関支署の皆様に対して、厚く御礼申し上げます。 

なお、本紙後半に参加者の方々にご協力いただいたアンケート調査の結果を取りまとめてお

りますので、是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 税関業務説明会を開催しました！  

《Japan Tariff Association》 

関 税 メ－ルプレス 

(No.812）2026.5.11 発行元：日本関税協会 長崎支部 

℡:095-825-0557  Fax:095-825-1748  https://www.kanzei.or.jp/nagasaki/ 

【小栁次長による開会のご挨拶】 
井上統括審査官 楠本総務課長 

【講師のお二方】 

【説明会の模様】 

結果報告 In 鹿児島 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の結果 
《税関業務説明会》 

【Q2:開催頻度】 【Q1:開催時期の希望】 

結果報告 

【麻薬探知犬のデモンストレーション】 

長嶋上席監視官 
（インストラクター） デモンストレーションの模様 

いざ、出陣！ ここに、あったよ！ やったぁ～！ 

【4～6 月を選んだ理由】 
・人事異動による人の入れ替わりがあり、良い機会 
と思われるから。 
・新任社員の最初の外部研修として適切だと思う。 
・基本的な内容で、新人教育に良いと思う。 
・入社後、税関業務について早く知ることが円滑な 
仕事に繋がる。 

【毎年を選んだ理由】 
・情勢の変化が激しいため、生の声を届けてほしい。 
・異動の時期に税関業務や統計の説明は重要 
・毎年、情報をアップデートしていきたい。 

【２年に１回を選んだ理由】 
・毎年、人事異動があるわけではないため 

【それ以外を選んだ理由】 
・関税法改正等があった場合に開催する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q3:開催場所の利便性】 【Q4①:税関行政に対する理解度】 

【Q４②:関心が高い項目】 

【Q5:日本関税協会へのご要望等】 

【受講希望テーマ】 

・保税制度、原産地規則、NACCS、承認工場向け講習会 

【要望・感想等】 

・今後の輸出入動向について品名、場所等が分かれば（予測でもよいので）教えていただきたい。 

・麻薬探知犬のデモが良かった。 

・麻犬のデモが貴重な経験であった、お座りした瞬間感動した。 

・資料が理解しやすいように作成されている。 

・できれば式次第どおりに進めていただけると有難い。 

アンケート調査へのご協力、ありがとうございました。 

お寄せいただいたご意見等については、今後の本説明会の企画・運営に参考にさせて

いただきます。 

【日本関税協会長崎支部】 
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